




はじめに 

 私たちの住むうるま市は、沖縄本島中部に位置し、東に金

武湾、南に中城湾の両湾に接しています。みどり豊かな丘陵

山地を源とする河川等が市域を流れ、金武湾に流れ込んでい

ます。また、金武湾・中城湾を隔てるように東南に伸びる勝

連半島の周辺海域には有人、無人合わせて 8 つの島々があり、

このうち有人 4 島は海中道路や橋によって結ばれています。

これら島々の周辺海域は、藻場やサンゴ礁が発達しており、

“さんごの島”の意味をもつ「うるま」にふさわしく、碧く

美しい海と豊かな自然環境を有しています。また、本市は平成 12 年に首里城など

と共に「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産に登録される勝連城跡

をはじめ、国指定の史跡など多くの文化遺産を有しています。 

このように、先人たちがつくり、まもり、育ててきた歴史・文化やみどり豊かな

自然環境を次の世代へ受け継いでいくことが、現代を生きる我々市民一人ひとりの

責務と強く感じています。 

本市では、将来のうるま市のめざす環境像の実現を目的として、環境政策の総合

的な施策の指針となる「うるま市環境基本計画」を策定しました。計画では、自然

環境の保全・継承等について、市、事業者、市民等のそれぞれの役割と相互の連携・

協働について示しています。なお、本計画の推進にあたっては、計画の主体者とな

る市、事業者、市民等の連携と協働が重要となることから、主体となるべき全ての

方々のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 結びに、本計画の策定にあたり市民の皆様をはじめ、うるま市環境基本計画検討

委員ならびにうるま市環境審議会の皆様から貴重なご意見とご提言を頂き、心から

感謝を申し上げます。 

平成 27 年３月 

うるま市長 島袋 俊夫 
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